
 

 

 

 

 

 

 

１ 授業の目標及び内容 

 本授業は、次の 2 点を目標として実施した。 

①教育の本質を踏まえ、学校教育及び教師の

役割について説明することができるようにな

ること、➁現代日本の教育政策の特質を、教

育政策の歴史的変遷を踏まえて説明すること

ができるようになることである。また、中核

的なＤＰとして、「１Ａ 教育に関する確かな

知識」及び「２Ａ 教育をめぐる様々な現代的

諸課題」を掲げて取組んだ。 

 授業内容の概要はシラバスに示したとおり

であるが、授業では、まず、教育の本質と目

的及び、学校教育の内容と方法について概観

した後、明治以降の教育政策の変遷を踏まえ、

現代の教育政策の特質及び今日の学校教育と

教師の在り方について考察することを通して、

教職に関する基礎的な知識の習得と基本的な

見方・考え方の育成を目指した。主たる教材

は、毎時間印刷配布した資料のほか、参考図

書として図書館にあるシラバス図書の中から

随時紹介した。 

 また、授業形態は、受講者数の関係でワー

クショップ形式で行う授業の実施は限られた

が、内容に応じてバズ・セッションを行うな

ど、対話的な学びの場を意図的に位置付けた。 

 

２ 授業評価 

 次ページの表は、最終回の授業の中で実施

したＤＰ対応学生認識調査に関する調査結果

である。本調査結果を手掛かりに本授業を振

り返ると、次のような成果と課題を挙げるこ

とができる。 

 まず、成果として次の２点を挙げることが

できる。１点目は、「１Ａ 教育に関する確か

な知識」「２Ａ 教育をめぐる様々な現代的諸

課題」の肯定率が 90％を超えており、中核的

なＤＰとして掲げている「１Ａ 教育に関する

確かな知識」及び「２Ａ 教育をめぐる様々な

現代的諸課題」については、高い評価結果を

得ることができた。本授業では、幼・小・中・

高等学校とこれまで学生が受けてきた学校教 

 

 

 

 

 

 

 

育の柱について、学習指導と生徒指導の二つ

の面から、自己の体験や経験を振り返りなが

ら学習を進めることに力を入れてきたことが、

基礎的事項の理解の促進と、教育に関する基

本的な見方・考え方の形成につながったもの

と考えられる。 

 ２点目は、「２Ｂ 教育の現代的課題への対

応方法」「３Ａ 教育活動に取組むための技能」

の肯定率も 90％を超えており、教職に求めら

れる資質・能力の形成にも一定の成果が見ら

れたことである。本事業では、学生の体験や

経験を振り返ることや、教育の今日的な課題

を具体的に取り上げ、考えさせたことがこう

した成果につながったものと考えられる。 

 一方、課題として次の２点を挙げることが

できる。１点目として、「４Ｂ 理論と実践を

結ぶ主体的学習」「５Ｂ 多世代にわたる対人

関係形成力」の否定的な評価が 20％近くある

ことである。科目の特質から、専門的な理論

を深く学んだり、多様な年齢の人と交流した

りする機会がないことが影響しているものと

考えられるが、授業内容や授業構成の工夫が

求められる。 

 ２点目は、授業外学習の時間が「課題」「自

発」ともに平均 0.35 時間程度と低いこと、ま

た、自発的読書や自発的活動を全く行ってい

ない学生が 90％以上を占めていることであ

る。授業の中で関連図書等の紹介を適宜行っ

たりしたが、自主的な活動にまで至っていな

い。幅広い内容を取り上げて行う科目であり、

学生の興味・関心の高まりをあまり期待でき

ない面があるものの、学生に対する働きかけ

を工夫していく必要がある。今後、テキスト

を指定し事前学習や事後学習を求めることを

検討することも必要であると考える。 

 

３ 本授業における時間外学習促進の工夫 

 本授業では、授業時間外学習を促進させる

ため、次の３点を重視して実践した。 

 １点目は、授業の終わりに次時のテーマを

示すとともに、参考図書を紹介したことであ
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る。 

 ２点目は、必要に応じて予習課題を提示し、

予習を求めたことである。右図の資料は、本

時で学んだ生徒指導の理論に関して、学生が

中学校や高等学校で体験したことを振り返り、

理論に沿って整理してくることを求めたもの

である。次時の授業では、予習課題として整

理してきたものを持ち寄り、グループに分か

れて様々な具体的事例に接することを通して、

理論に関する理解を深めさせていった。具体

的には、「生徒指導は生徒に厳しく当たるもの

である」というこれまでの固定的な観念から、

「生徒指導は機能であり、一人一人の生徒の

やる気を高める上で中核的な役割を果たすも

のである」という認識に変化していった。 

 ３点目は、分かる楽しい授業づくりは、年

齢に関係なく、主体的な学習態度の形成に効

果があると考え、毎時間の学生の授業評価を

基に授業改善を重ね、学生の学ぶ意欲を高め

ることに努めたことである。本授業では、毎

時間、「理解度」と「興味・関心」の２観点か

らの簡単な評価を試みた。（右図参照）今後、

こうした観点に、時間外学習の状況を振り返

る観点を設けることも検討したい。 

 

４ 今後の課題 

 今次の実践は、大学での経験が少ないこと

もあり、シラバスで計画していたことが十分

に実践できたとは言えない状況にあると感じ

ている。この度の授業評価を踏まえ、本学が

重視している時間外学習の促進に向け、今後

の重点課題として次の３点を設定したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １点目は、講座の前半では、指定テキスト

を活用したり、次時の授業で使用する資料を

事前配布したりするなどして、毎時間の予習

に重点をおいた取組に重点を置くこと。 

２点目は、予習をしておかないと支障が生

じると感じるような授業展開を更に工夫する

こと。 

 ３点目は、講座の後半では、主体的な学習

を促す課題設定を重視し、授業外で学習した

ことの発表の場を計画的に位置付けた授業構

成をとること、である。 

 これら以外にも、方法は考えられるが、次

年度はこの３点について重点的に実施するこ

とを通して担当授業の改善に取り組みたい。 

 

 

 

 

 

〔表〕 DP 対応学生認識調査結果の度数分布（％）と肯定率（N=55 回収率 69％）     

    1 2 3 4 肯定率   

1Ａ 教育に関する確かな知識 69.1  29.1  1.8  0.0  98.2   

1Ｂ 自分の専門分野の知識 45.5  41.8  9.1  3.6  87.3   

2Ａ 教育をめぐる様々な現代的諸課題 49.1  47.3  3.6  0.0  96.4   

2Ｂ 教育の現代的課題への対応方法 45.5  50.9  3.6  0.0  96.4   

3Ａ 教育活動に取組むための技能 43.6  50.9  5.5  0.0  94.5   

3Ｂ 教育活動に取組むための表現力 34.5  50.9  10.9  3.6  85.5   

4Ａ 自己の学習課題の明確化 36.4  50.9  10.9  1.8  87.3   

4Ｂ 理論と実践を結ぶ主体的学習 29.1  52.7  10.9  7.3  81.8   

5Ａ 専門的職業人としての使命/責任感 45.5  43.6  10.9  0.0  89.1   

5Ｂ 多世代にわたる対人関係形成力 25.5  54.5  18.2  1.8  80.0   

    0 0.5 1 2 6 М 

 授業外学習（課題） 40.0  50.9  9.1  0.0  0.0  0.35hrs 

 授業外学習（自発） 58.2  32.7  7.3  1.8  0.0  0.31hrs 

    0 1 2 3 М   

 自発的読書 94.5  1.8  3.6  0.0  0.09 本  

 自発的活動 94.5  3.6  1.8  0.0  0.07 件  

 

〔図〕ワークシート 


